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福井県福井市に 1913 年多田裕計は生まれている。弟子の梶山千鶴子は 1925 年生まれであり、12
歳の年齢差だが師弟としてはむしろ年齢差は小さいと言える。1936 年早稲田大学フランス文学科卒。
学生時代から横光利一に師事している。横光俳句会で石田破郷と知る。1941 年『長江デルタ』によ
り芥川賞を受賞。1945 年、故郷福井に疎開中、戦災により家を喪失した。3年後の 1948 年には福井
大地震を体験する。1949 年神奈川県逗子海岸に移住。1954 年「鶴」同人として俳句生活を開始。
1957 年句文集『ショパンの雨滴うち来る』を近藤書店より刊行。1962 年俳句文芸誌「れもん」創刊。









































































梶山は 1925 年京都生まれの京都育ち。1946 年結婚後、1962 年に丸山海道主宰の「京鹿子」に入会し
俳句に触れた後、1965 年には多田裕計主宰の「れもん」に入会している。1972 年第 1句集『國境』、
78 年第 2句集『濤の花』を上梓。80 年多田裕計死去。85 年第 3句集『一の矢』を上梓するも、11 月
に夫登が死去。88 年 8 月に主宰誌「きりん」を創刊している。老境に入っても創作意欲は衰えず第 4
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1） 梶山千鶴子論 筆者は本誌 15 号（2015 年 拙稿「芸術観光学の理論と実践⑦梶山千鶴子『國境』論－－海外
旅行自由化と〈重層次元革命〉」）を始め、本誌 16 号（補註 8参照）、「日本語文化論叢 創刊号」（補注 6参照）
において梶山千鶴子論を展開。その他句詩「きりん」にも数度執筆している。
2）『草萌えにシヨパンの雨滴打ち来たる』（1957 年 近藤書店刊所収）
3） 中田雅敏『横光利一 文学と俳句』3）（1997 年 勉誠社刊）
4）『多田裕計句集』（4）1980 年 角川書店刊）
5） 梶山千鶴子「多田裕計論 2 神馬の嘶き－－普段の心で遊ぶ」（＊「ぶるうまりん二十五号」 須藤徹 編集・
発行 2013 年 3 月刊）
6）「日本語文化論叢 創刊号」 （平居謙編 2018 年 8 月 藝術観光學研究所刊）
7） 梶山千鶴子第 1句集『國境』 （1972 年 れもん社刊）
8）「芸術観光学の理論と実践⑧ 変容する海外詠－－梶山千鶴子における「社会性俳句」の問題－」参照（本誌
16 号 2016 年）
9） 『梶山千鶴子全句集』（2013 年 東京四季出版刊）
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A Study on Chizuko Kajiyama under Yokomitsu Riichi and
Yuukei Tada Theory and Practice Art Sightseeing Study⑪
HIRAI, Ken
Chizuko Kajiyama studied under Yuukei Tada. Tada later won Akutagawa prize. From his youth,
Yuukei Tada studied under Yokomitsu Riichi. Yokomitsu Riichi initiated Tada into the smart and
light world of “modern haiku”.
Tada passed that on to Kajiyama.Yokomitsu Riichi produced his “modern haiku” by consciously
shutting out emotions. While Yuukei Tada’s “modern haiku” was created in the same way, he left
some room for people to emotionally relate to his haiku. And that’s mainly done through his “social
issue haiku”. In Tada, “social issue haiku” and “modern haiku” exist in each respective literary world.
Chizuko Kajiyama was the one who fused these 2 worlds. “Social issue haiku” and “modern haiku” are
integrated in Kajiyama’s works. This is the greatest achievement attained by Kajiyama during the
course of her creative endeavor. This paper is written as my last literary critique on Chizuko
Kajiyama.
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